
食料フォーラム2024「みんなで考えよう！安全安心な牛乳を飲み続けられるように」へ出演する
酪農生産者を支援しました

　９月４日に開催された食料フォーラム2024（主催：ＪＡ全中、共催：ＮＨＫ）に、「いせはら
地ミルク」生産者の荒井新吾氏（伊勢原市酪農家）が出演するにあたり、要請に基づき事前取材
や当日の出演準備を支援しました。フォーラムでは、飼料高騰で廃業が相次ぐ酪農について、
「持続可能な酪農」というテーマに沿って全国の新たな取り組みがＶＴＲで紹介され、事例ごと
にパネルディスカッションが行われました。紹介事例は次のとおりでした。
・ 飼料米の乳牛用飼料化の取組（千葉県）
・ アニマルウェルフェアと６次産業化の取組（群馬県）
・ 放牧酪農の取組（北海道、広島県）
・ 市民や行政を巻き込んで商品開発した「いせはら地ミルク」を軸にした地域の取組（神奈川県
伊勢原市）
　特に牛乳では難しい「ローカル需給圏」を地域で確立した荒井氏の活動は、シンポジウム出席
者から高く評価され、東京大学の鈴木宣弘教授からは、「これからの酪農は全国の消費者（学校
給食含む）に大規模農家が供給する牛乳と放牧の取組や地域を核として愛される小規模農家の牛
乳とのバランスのとれた両立が重要だと思う。」、法政大学の木村純子教授からは、「イタリア
では、その地域でしか作れない牛乳や乳製品に対して対価を払う価値観が根付いている。「いせ
はら地ミルク」のような地域に根差した牛乳がもっと評価されるべきだと思う。」等のコメント
があり印象的でした。
　なお、本フォーラムの内容は、10月26日（土）14:00～15:00ＮＨＫ Ｅテレ「ＴＶシンポジウ
ム」にて放映予定です。

　本フォーラムＴＶ放映後の反響に備え、これまでの「いせはら地ミルク」を軸とした活動内容
や今後のロードマップについて、酪農生産者と市民応援団やメーカーのタカナシ乳業(株)と話し
合い、対応準備を進めていきます。






